


































































値理論(Eccles，Adler， Futterman， Goff， Kaczala， Mee民&Midgley， 1983)および自己決






達成のための行動は「成功の期待J (expectancies for success)と「タスクの価
値J (task value)を直接的な原動力としている。「期待J と「価値」を決定する
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大学生の英語学習動機因子の因果関係を探る
表1 因子ごとのアンケート項目と各項ヨの平均・標準偏差
項 日 M SD 
因子1 有用性の価値/同一化
82.英語で聴けるようになって、英語圏の生活・文化をより深く理 4.68 1. 70 
解したい。
83.英語で聴けるようになって、世界中の人々の様々な意見を学ぶ 4.86 1.64 
ことを望む。
81.将来留学するかもしれないので英語で聴くことを学んでいる。 3.61 1. 93 
85.英語で聴く能力を向上させて、英語コミュニケーション能力を 5.29 1.46 
向上させたい。
63.英語で聴く練習をして、将来英語のドラマ・映画・ニユ}スが 5.55 1.41 
理解できるようになりたい。
69.英語を聴くのは楽しい。 4.13 1.48 
86.英語で聴く練習をすると、英語コミュニケーション能力も向上 5.47 1. 28 
すると思う。
因子2 獲得の価値
80.教養ある人となるためには英語で聴けることは重要だ。 5.37 1.33 
78.英語で聴くことを学ぶことは、教養を深めるのに重要だ。 5.25 1.29 
79.視野を広げるために英語で聴くことを学ぶのは重要だ。 5.40 1. 22 
因子3:主観的自己能力
77.中学・高校でのリスニングの成績は良かった。 3.88 1.67 
75.中学・高校で、リスニングの授業は好きだった。 4.16 1. 72 
67.私は英語リスニングが得意である。 3.02 1.47 
76. (-)私は英語リスニングが不得意で;!oる。 4.37 1.87 
因子4:内発的価値
65. (ー)長くて難しい英語を聴くといやになる。 5.41 1.47 
70.難しい英語の放送や会話に挑戦して糠くのは楽しい。 3.53 1. 53 
6. (一)英語で聴く授業は必須科Bなのでやむなく受講している。 4.33 1. 56 
68.私は英語で聴くのが好きである。 4.05 1.60 
73.英語で話されている放送や会話を聴いている時、聴き取ること 4.26 1.39 
に夢中になっている。
因子5 無動機傾向
71.内容が面白くても英語だと聴く気がしない。 3.39 1.51 
74.英語で聴くことは苦痛である。 3.47 1.54 
84.良い成績をとるためだけに、英語で聴く練習をしている。 3.94 1.71 
72.宿題や課題でないかぎり自発的に英語を聴くことはないだろう。 3.44 1.41 
64. (…)英語で聴いていても内容が面白ければ話に夢中になる。 5.12 1.41 


































項 日 内発無動機有用性 能力 共通性獲得 傾向 同一
180 :教養のため重要 .89 .03 一.10 .20 .10 .86 
178 :教養を深めるのに重要 .87 .15 “.13 .18 .09 .84 
L79 :視野を広げるため重要 .87 .16 一.15 .24 .05 .85 
L68 :リスニングは好きだ .14 .86 一.27 .25 .17 .92 
L69 :リスニングは楽しい .14 .83 ー.27 .30 .14 .89 
L71:内容に関係なく聴く気がしない 一.16 .20 .85 一.15 .09 .82 
L74:リスニングは苦痛だ 一.15 .22 .85 一.07 一.15 .82 
L82 :英語圏の生活・文化を理解したい .28 .27 一.17 .85 .04 .91 
L83 :世界の人々の意見を知りたい .37 .24 ー.09 .82 .04 .87 
L76 :リスニングは不得意だ .06 .02 .30 .16 ー.86 .81 
L 77 :リスニングの成績は良かった .17 .39 .04 .10 .78 .85 









内発 有用/同一化無動機傾向 能力 獲得
内発
有用/同一化 .46* * 
無動機傾向 ー.41* * 一.39** 
能力 .38* * .12 .29第*
獲得 .39*本 .50* * 一.28** .15 
注).勺く.01



































p = .055 
GFI = .974， AGFI = .922 
CFI包 .985
RMSEA= .075 






GFI = .978， AGFI = .923 
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表4 r能力Jr無動機傾向J r有用・同~1ヒJ r獲得」の因果モデルと適合度
因果モデル x2 p GFI RMSEA AIC 
B1 [能力]→[無動機傾向]→[獲得] 18.55 .10 .97 .06 50.55 
[能力]→[獲得]





























Model 可能性の組合せ x2 ρ 
C 1 1 ，3 54.33 .033 
C2 1，4 59.33 .019 
C3 2，3 52.69 .045 





GFI = .948 
AGFI = .907 
CFI = .986 
円MSEA=.050 
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